
 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

  第16次共同研究推進計画 
 

 研究内容１ 研究内容２ 

＜１年次～３年次＞ 

○夏季所員研修会にお

ける所員の力量向上

及び域内の学校にお

けるワークショップ

型研修のファシリテ

ーション（支援）の在

り方【Ｇ】 

○Ｗｅｂ上で提供する

内容の共同研究推進

委員会における情報

共有【Ｊ、Ｋ】 

○研究発表大会におけ

る研究発表及び協議

【Ｇ】 

研究発表

大会 

平成29年度 
＜１年次＞ 

作成 

○ 学校の実態に応じた研修コンテンツの作成

【Ａ】 

 ・ミニ道研の資料等を基にした活用しやすい研

修コンテンツの作成 

○ 校内研修に活用できる映像資料の作成【Ｄ】 

 ・所員による映像資料の作成 

○ メンター研修等の実践事例の収集【Ｈ】 

 ・若手教員の育成を目指した短時間で行う研修

実践の事例の収集 

○ ビデオ通話ソフト

ウェアを活用の試行

【Ｊ、Ｋ】 

 ・所員によるビデオ

通話ソフトの活用

方法の検討 

日高大会 

平成29年 

８月31日 

９月１日 

平成30年度 

＜２年次＞ 

実施 

○ 研修コンテンツを活用した研修の実施、事例

の収集【Ｂ】 

○ 校内研修に活用できる映像資料等の活用促

進、活用事例の収集【Ｅ】 

○ メンター研修等の実践事例の収集【Ｈ】 

○ ビデオ通話ソフト

ウェアを活用した研

修の試行【Ｌ】 函館大会 

平成31年度 

＜３年次＞ 

普及・還元 

○ 研修コンテンツを活用した研修事例の普及・

還元【Ｃ】 

○ 校内研修に活用できる映像資料等の活用事

例の普及・還元【Ｆ】 

○ メンター研修等の実践事例の普及・還元【Ｉ】 

○ ビデオ通話ソフト

ウェアを活用した研

修事例の普及・還元

【Ｍ】 
空知大会 

※２年次・３年次の推進計画について 

・第７回共同研究推委員会（１月12日）において、成果と課題を明らかにした上で、具体の計画を立てる。 

 

教員研修の充実に向けた教育研究所・研修センターによる学校への支援 

研究内容１ 

コンテンツによる支援 

研究内容２ 

ＩＣＴの活用による支援 
～ビデオ通話ソフトウェアによる遠隔研修～ 

(1) 新たな教育課題に対応する研修コンテンツの提供 

 ・カリキュラム･マネジメント、主体的・対話的で深い学び、外国語

教育、道徳教育、校種間連携などについての研修コンテンツの作成・提供 
 〔研究方法〕 

 ア 学校の実態に応じた研修コンテンツの作成【Ａ】 

 イ 研修コンテンツを活用した研修事例の収集【Ｂ】 

ウ 研修コンテンツを活用した研修事例の共有【Ｃ】 

(2) 授業改善を促す資料の提供 
 ・学習指導案、映像資料 など 

 〔研究方法〕 

ア 校内研修に活用できる映像資料等の作成・提供【Ｄ】 
イ 映像資料等の活用事例の収集【Ｅ】 

ウ 映像資料等の活用事例の共有【Ｆ】 
(3) 校内研修の活性化を図る手法、実践事例の提供 

  ・ワークショップ型研修、メンター研修、ミニ研修 など 

 〔研究方法〕 
 ア 域内の学校におけるワークショップ型研修の活性化に向けた

ファシリテーション（支援）の在り方【Ｇ】 
 イ 若手教員の育成を目指したメンター研修等の事例の収集【Ｈ】 

ウ 若手教員の育成を目指したメンター研修等の事例の共有【Ｉ】 

(1) 遠距離にある学校、小規模校、若手教員が

多い学校等への支援 

・所員や他校の教員による遠隔講義･助言 など 
〔研究方法〕 

 ア 所員等による、ビデオ通話ソフトウェア
を活用した遠隔講義・助言等の試行実践

【Ｊ】 

 イ 試行実践の内容及び手法の共有【Ｋ】 
(2) 学校間の学び合いの場の設定 

・複数の小規模校による合同の研究協議 

・離れた学校に在籍する、同じ担当教科の教
員による授業参観・協議 など 

〔研究方法〕 
ア ビデオ通話ソフトウェアを活用した研

究協議等の実践【Ｌ】 

イ 実践内容及び手法の共有【Ｍ】 

 

北海道教育研究所連盟第16次共同研究（平成29年～31年度）概要 

これからの時代の教員に求められる資質能力の向上に係る支援の在り方 

ねらい 

 各教育研究所・研修センターが学校支援のために活用する研修コンテンツ等を収集・提供するとともに、各

教育研究所・研修センターが実施する北海道の地域性等に対応した教員研修の充実を図ることにより、これか

らの時代の教員に求められる資質能力の向上に資する。 


